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まえがき

この講究録は、 2001 年 12 月 17 日より 12 月 19 日までの 3 日間、 京
都大学数理解析研究所においておこなわれた共同研究集会「代数的組合せ論」
の報告集です。 プログラムは符号、デザイン、アソシエーションスキームから、
有限群に関連した幾何と VOA まで、 多岐にわたる講演を集めて作成しました。
講演者の旅費等について、数理研のほかに、科研費基盤 $\mathrm{A}$ (研究代表者 : 坂内
英一. 九州大教授) 、の援助をいただきましたことを御礼申し上げます。

2002年 1 2 月
宗政昭弘



代数的組合せ論
研究集会

京都大学数理解析研究所の共同研究事業の一つとして、下記のように研究集
会を催しますので、 ご案内申し上げます。

研究代表者 宗政昭弘 (九州大学・数理)

記

日時:200 1 年 12 月 17 日 (月) 9:40\sim

1 2 月 1 9 日 (水) 1 2 : 00
場所: 京都大学数理解析研究所 4 階420 号室

京都市左京区北白川追分町
市バス 農学部前 または 北白川 下車

プログラム

12 月 17 日 (月)

9 : 4 $0\sim 1$ $0$ : 40Robert Griess (ミシガン大)

GNAVOA

1 1 : 0 $0\sim 12$ : 00 宮本 雅彦 (筑波大・数学)

VOA of type A2
13 : 3 $0\sim 14$ : 10Boris Venkov (ステクロフ研究所、九大数理)

Shadows of odd unimodular lattices

1 4 : 2 $0\sim 15$ : 00 橋本 有也 (北大・理)

畳み込み符号に関する McEliece の定理の修正

1 5 : 2 $0\sim 15$ : 50 原田 昌晃 (山形大・理)

Ternary code construction of extremal unimodular lattices

1 6 : 0 $0\sim 16$ : 20 田上 真 (九大・数理)

Nonexistence of modular fusion algebras whose kernels are certain noncongru-
ence subgroups

1 6 : 4 $0\sim 1$ $7$ : 00 城本 啓介 (龍谷大・理工)
$\mathrm{Z}_{4}$ 上の符号の一般化リー重みについて



1 2 月 18 日 (火)

9:40\sim 10:40Renaud Coulangeon (ボノレドー大)

Codes and designs in Grassmannians

11:00\sim 12:00Chat Yin Ho (フロリダ大)

Linear groups and an application to collineation groups of translation planes

13:30\sim 14:10 平木 彰 (大阪教育大・教育)

The number of columns $(1, k-2,1)$ in the intersection array of distance-regular
graphs

14:20\sim 1 5:00 平坂 貢 (台湾国立大)

Sufficient conditions for meta-thin association schemes to have atransitive au-
tomorphism group

15:20\sim 15:50 藤崎 竜也 (九大・数理)

有限射影空間 $\mathrm{P}\mathrm{G}(3, q)$ から出来る association scheme と strongly regular graph

16:00\sim 16:20Dominic Elvira (熊本大・自然)

On relative difference sets in non-abelian groups of order $p^{4}$

16:40\sim 1 7:00 寺田 幸代 (金沢大・自然)

Perfect codes in $\mathrm{S}\mathrm{L}(2,2^{f})$

12 月 19 日 (水)

9:40\sim 10:40 澤辺 正人 (熊本大・学振)

Group geometry and $P$-subgroup complex

11:00\sim 1 2:00Chuanming Zong (北京大)

From deep holes to free planes
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Algebraic Combinatorics
研究集会報告集

2001 年 12 月 17 日 \sim 1 2 月 19 日

研究代表者 宗政 昭弘 (薙迅 $\mathrm{i}\mathrm{r}\mathrm{o}$ Munemasa)
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